
（様式１）

第 ３ 回 東郷小 学校 薩摩川内元気塾実施報告書

平成２８年１月２２日 実施

演題 いのちの記念日

講師 （鹿児島県助産師会）上村 晴美 ・ 原口 郁代 先生

塾の様子（写真）

参加者数

児童・生徒 ４０ 名 教職員 ７ 名 保護者 ５ 名 地域の方 ０ 名

主な感想等
○ じょさんしさん，びょういんの先生、家族

にありがたく思います。そして，ぼくの妹も赤

(1) ちゃんなので大切にしようと思います。

児 ○ ぼくはたいばんがバリアになっているって

童 すごいと思いました。へそのおがえいようを

・ おくることをはじめてしりました。

生 ○ ぼくは赤ちゃんの時あんなに小さかった

徒 んだと思いました。ぼくのお母さんは３人う

んだのでたいへんだったと思いました。

○ 子どもたちは自分の誕生したときのことを

(2) 思い浮かべながら，講話や紙芝居等に聞き

教 入り，生命の尊さを深く考えるよい機会とな

職 った。休み時間も，準備されたパネルを見

員 たり本を読んだりして関心の高さが感じられ

た。

○ 子どもたちの言動にいらいらすることもあ

りますが，赤ちゃんに会えるという妊娠中の

(3) 楽しみや出産が大変だったことを思い出し

ました。私たち家族を選んで生まれてきてく

保 れた子どもたちなんだと再確認できました。

○ 助産師の方がお腹が大きくなる様子や赤

護 ちゃんが誕生する様子を表現してくださり，

感動しました。子どもたちの話を聞くときの

者 キラキラした目が素敵でした。

○ 助産師の方が言われた「生きているだけ

で１００点満点」の言葉を，感情的に怒りそう

になったときに思い出したいと思います。


